
　
　
三
日
月
体
育
館
改
修
事

業
で
監
督
支
援
の
委
託

を
さ
れ
て
い
る
が
、
委
託
を

せ
ず
に
工
事
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
は
。

　
　

現
在
、
改
修
等
の
建
設

工
事
に
対
応
し
て
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
職
員
を
全

庁
的
に
配
置
で
き
て
い
な

い
。
今
年
度
の
採
用
計
画
で

は
社
会
人
枠
と
し
て
民
間
企

業
な
ど
で
の
職
務
経
験
を
活

か
し
て
即
戦
力
と
し
て
従
事

す
る
建
築
士
の
採
用
を
計
画

し
て
い
る
。

　
　
中
国
浙せ
っ

江こ
う

省し
ょ
う

海か
い

鹽え
ん

県

と
の
交
流
事
業
に
つ
い

て
の
現
状
と
今
後
の
事
業
推

進
は
。

　
　

平
成
２８
年
度
は
人
民
政

府
代
表
団
８
名
を
受
け

入
れ
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議
し
た
。そ
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
化
に
備
え

て
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
育

成
の
観
点
か
ら
、
教
育
・
子

ど
も
た
ち
の
交
流
が
重
要
と

の
認
識
を
確
認
し
、
小
学
生

の
絵
画
・
書
道
等
の
作
品
の

交
流
を
行
っ
た
。
今
年
度
は

中
学
生
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
市
お
よ
び
市
民
に

も
た
ら
す
効
果
・
成
果
を
見

極
め
な
が
ら
事
業
の
実
施
に

取
り
組
む
。

　
　
６
次
産
業
化
事
業
を
補

助
す
る
際
の
採
択
条
件

と
、
補
助
後
に
採
択
条
件
に

適
合
し
て
い
る
か
を
継
続
的

に
精
査
し
て
い
る
か
。

　
　

市
内
の
農
林
水
産
業
の

所
得
向
上
と
い
う
こ
の

事
業
の
実
施
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
、
補
助
事
業
採
択

時
に
は
よ
り
詳
細
に
取
り
組

み
計
画
を
審
査
し
、
成
果
が

目
に
見
え
る
形
で
残
せ
る
よ

う
指
導
し
て
い
き
た
い
。
今

後
は
、
経
過
や
現
状
を
継
続

的
に
把
握
す
る
方
法
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

専
門
的
な
知
識
を
持

つ
職
員
が
必
要
で
は

問問答答

国
際
交
流
に
つ
い
て　

問問

答答

６
次
産
業
化
に
つ
い
て

問問

答答

　平成２９年第３回定例会において、決算審査特別委員会に付託された、平成２８年度小城市一般会計歳入歳
出決算認定他７議案については、９月２１日から１０月３日までの１３日間にわたり委員会を開催し、いずれも
これを「認定すべきもの」と決定した。一般会計の決算と質疑の主なものは次のとおり。

平成28年度
一般会計・特別会計・企業会計　決算を認定

歳出

災害復旧費
1億4,358万円
（0.7％）

※歳入、歳出の差し引き額は５億9,002万円。
※千円以下を切り捨てているため、金額と割合の合計は一致しない。

公債費
26億6,532万円
（12.9％）

議会費
2億2,502万円（1.1％）

教育費
27億366万円
（13.1％）

消防費
7億7,571万円
（3.7％）

土木費
18億1,157万円
（8.8％）
商工費
2億9,302万円
（1.4％）

農林水産業費
10億4,399万円
（5.0％）

労働費
1,018万円
（0.0％）

総務費
23億8,340万円
（11.5％）

民生費
63億8,916万円
（30.9％）

衛生費
22億5,408万円
（10.9％）

歳出総額　206億7,875万円

歳入総額　212億6,877万円

一 般 会 計

その他の交付金
9億2,998万円（4.4％）

諸収入･分担金･負担金
6億4,553万円
（3.0％）
繰越金
2億8,073万円
（1.3％）
使用料・手数料
1億8,489万円
（0.9％）
寄附金
15億9,634万円
（7.5％）
財産収入
1億8,777万円（0.9％）

繰入金
1億756万円
（0.5％）

地方債
15億1,560万円
（7.1％）

国･県支出金
42億4,212万円
　（19.9％）　　　　　　　　　　　　

地方交付税
73億3,575万円
（34.5％）

市税
42億4,248万円
（19.9％）

歳入
依
存
財
源

自 主

財
源

6６％

3４％
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平成2９年 第３回　小城市議会定例会 議決結果（１０月６日）

議案番号 件　　　　　　　　名 委員会付託 結　　果
議案第６７号 平成２８年度小城市一般会計歳入歳出決算認定について

決算審査
特別委員会

認定（賛成１９・反対２）
議案第６８号 平成２８年度小城市授産場特別会計歳入歳出決算認定について

認定（全員賛成）議案第６９号 平成２８年度小城市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について
議案第７０号 平成２８年度小城市下水道特別会計歳入歳出決算認定について
議案第７１号 平成２８年度小城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成２０・反対１）
議案第７２号 平成２８年度小城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定（賛成２０・反対１）
議案第７３号 平成２８年度小城市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

認定（全員賛成）
議案第７４号 平成２８年度小城市病院事業会計決算認定について

　　　　　　議案等の賛否一覧（全会一致は除く） 平野泰造議長は採決には加わりません

議員名

議案番号

松
並　
陽
一

永
渕　
和
正

西　
　
正
博

光
岡　
　
実

富
永　
正
樹

諸
泉　
定
次

樋
渡　
邦
美

中
島　
正
之

中
島　
正
樹

江
島
佐
知
子

深
川　
高
志

市
丸　
典
夫

岸
川　
英
樹

上
瀧　
政
登

香
月
チ
エ
ミ

合
瀬　
健
一

松
尾　
義
幸

堤　
　
克
彦

下
村　
仁
司

北
島　
文
孝

大
坪　
德
葊

議案第
６７号

平成２８年度小城市一般会計歳入歳
出決算認定について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案第
７１号

平成２８年度小城市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議案第
７２号

平成２８年度小城市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

 ○：賛成　●：反対
※毎年公表している議長交際費の平成２８年度支出状況は、紙面の都合上次号で報告します。

　
　
空
家
等
の
適
切
な
管
理

対
策
の
た
め
に
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
調
査

結
果
の
活
用
策
は
。

　
　

調
査
結
果
に
基
づ
き
、

特
定
空
家
に
相
当
す
る

よ
う
な
倒
壊
等
を
含
む
建
物

に
つ
い
て
は
現
況
写
真
を
添

付
し
、所
有
者
ま
た
は
相
続
人

に
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
も
ら

う
た
め
通
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
建

物
の
対
策
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
い
ろ
ん
な

形
で
所
有
者
・
相
続
人

に
連
絡
や
面
会
を
し
て
対
策

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
き

た
。
個
人
の
資
産
で
あ
り
、

現
状
で
は
説
得
し
か
な
い

が
、十
分
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
病
院
事
業
の
企
業
債
の

借
入
利
率
が
２
・
８
％

の
高
利
率
と
な
っ
て
い
る
。

繰
り
上
げ
償
還
や
低
金
利
企

業
債
へ
の
借
り
換
え
は
。
ま

た
、
未
収
金
対
策
と
し
て
、

戸
別
徴
収
を
行
う
な
ど
の
努

力
は
さ
れ
て
い
る
が
、
滞
納

や
不
納
欠
損
金
が
多
い
。
今

後
の
未
収
金
対
策
は
。

　
　

借
入
金
は
、
地
方
公
共

団
体
金
融
機
構
か
ら
借

り
て
い
る
。
繰
り
上
げ
償
還

を
行
う
場
合
、
繰
り
上
げ
償

還
日
以
降
の
利
子
に
つ
い
て

補
償
金
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、

制
度
の
内
容
を
よ
く
確
認
し

た
上
で
、
こ
の
ま
ま
の
方
が

有
利
な
の
か
、比
較
検
討
す
る
。

　

未
収
金
対
策
に
つ
い
て

は
、
未
払
者
に
は
、
請
求
権

が
消
滅
し
な
い
よ
う
督
促
や

誓
約
書
の
徴
取
を
引
き
続
き

行
い
、
訪
問
に
よ
る
戸
別
徴

収
も
継
続
し
て
い
く
。

　

病
院
と
し
て
は
、
治
療
が

必
要
な
方
の
診
療
拒
否
が
で

き
ず
、
支
払
い
が
困
難
と
思

わ
れ
る
方
に
必
要
な
治
療
法

を
行
っ
て
い
る
の
で
、
未
払

金
が
な
か
な
か
減
少
し
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

経
営
と
負
担
の
公
平
を
考

え
た
場
合
、
状
況
に
よ
っ
て

は
裁
判
所
へ
の
支
払
い
申
し

立
て
な
ど
も
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

空
家
等
対
策
は　
　
　

問問答答問問答答病
院
事
業
会
計
の
企
業

債
と
未
収
金
対
策
は

問問

答答

会  議  結  果会  議  結  果会  議  結  果
決
算
認
定　
反
対
討
論

（
議
案
第
６７
号
）

　
　
　
　

　

平
成
２８
年
度
小
城
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て
反
対
。

① 

ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城
の

追
加
工
事
は
、
オ
ー
プ

ン
後
に
２
，７
６
０
万

円
の
追
加
変
更
契
約
が

行
わ
れ
、
国
の
交
付
金

７
７
２
万
円
を
返
還
す

る
第
１０
号
の
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ

た
。
本
来
、
市
民
の
暮

ら
し
、
福
祉
、
健
康
、

教
育
な
ど
に
使
う
べ
き

一
般
財
源
が
国
へ
の
返

還
に
使
わ
れ
た
。

② 

㈱
タ
ニ
グ
チ
に
よ
る
松

本
山
採
石
場
へ
の
小
城

市
所
有
地
を
貸
付
け
て

い
る
。
集
中
的
な
豪
雨

が
発
生
し
て
い
る
中

で
、
早
期
の
採
石
場
の

終
結
を
行
う
こ
と
。

③ 

部
落
解
放
同
盟
小
城
支

部
へ
の
補
助
金
支
出

は
、
認
め
ら
れ
な
い
。

討
　
　
論

反
　
対
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果


